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デザイン 池田満寿夫 

（公財）長野県長寿社会開発センター長野地区賛助会報          令和２年1月15日 

 

 

 

 

 

 

12月末現在賛助会員数 長野地区 504 人 県全体 2,504 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５６号 
発行人 峯村清志 

編集長 井澤一幸 

 

年
頭
の
あ
い
さ
つ 

 
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

未
曽
有
の
被
害
を
出
し
た
台
風
19
号
で
、
命
を
落
と
さ
れ

た
方
々
に
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
が
一
日
も
早
く
以
前
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
我
が
長
野
地
区
賛
助
会
に
於
い
て
は
、
五
月
十
六
日
に

定
期
総
会
、
六
月
二
十
日
に
親
睦
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
を
サ
ン
ア

ッ
プ
ル
体
育
館
で
開
催
し
、
八
月
二
日
に
は
、
夏
休
み
こ
ど
も

教
室
を
県
庁
講
堂
で
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
九
月
二
十
日
～
二

十
二
日
に
飯
山
市
で
行
わ
れ
た
「
信
州
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
に

は
、
二
十
一
日
に
大
型
バ
ス
で
参
画
し
ま
し
た
。
十
月
十
日
に

ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
と
し
て
コ
ス
モ
ス
長
野
で
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
を
楽
し
み
、「
賛
助
会
員
の
集
い
」
は
十
月
十
八
日
に
最
後

の
会
場
と
な
っ
た
「
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
」
で
盛
大
に

行
い
ま
し
た
。
来
年
度
の
会
場
は
「
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
」
で

の
開
催
予
定
で
す
。
十
一
月
二
十
日
に
は
シ
ニ
ア
大
生
へ
の
入

会
説
明
会
を
二
年
生
の
授
業
日
の
午
前
中
に
行
い
ま
し
た
。 

 

以
上
、
昨
年
度
の
事
業
を
お
お
ま
か
に
記
し
ま
し
た
。 

昨
年
の
漢
字
一
文
字
は
、「
令
和
」
の
「
令
」
と
決
ま
り
ま
し

た
。
令
の
文
字
は
命
と
い
う
文
字
に
も
似
て
い
る
こ
と
と
、
お

互
い
が
敬
い
合
い
、
尊
敬
す
る
等
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。 

 

我
が
会
も
お
互
い
を
尊
敬
し
合
い
ま
し
ょ
う
。 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 
 
 

令
和
二
年 

正 

月 
 
 
 
 
 

荒
井 
公 

 
 

な
ぜ
、
ネ
ズ
ミ
が
一
番
な
の 

 

昔
、
神
様
が
動
物
た
ち
に
お
触
れ
を 

出
し
ま
し
た
。「
元
旦
の
朝
私
の
家
へ

最
初
に
到
着
し
た
も
の
か
ら
12
番
目 

ま
で
、
一
年
間
そ
の
年
の
大
将
に
し
て

あ
げ
る
」
と
約
束
を
し
ま
し
た
。 

動
物
た
ち
は
我
こ
そ
が
、
一
番
に
な
る

ぞ
と
張
り
切
り
、
元
旦
の
朝
足
の
遅
い

ウ
シ
が
誰
よ
り
も
早
く
夜
明
け
前
に

出
発
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
牛
小
屋
の

天
井
で
こ
れ
を
見
て
い
た
ネ
ズ
ミ
が
、

こ
っ
そ
り
ウ
シ
の
背
中
に
飛
び
乗
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
知
ら
な
い
ウ
シ
が
神

様
の
家
に
行
っ
て
み
る
と
、
ま
だ
だ
れ

も
来
て
お
ら
ず
、
門
が
閉
ま
っ
た
ま

ま
。
我
が
一
番
だ
と
ウ
シ
は
喜
び
、
門

が
開
く
の
を
待
ち
ま
し
た
。
や
が
て
門

が
開
い
た
と
た
ん
、
ウ
シ
の
背
中
か
ら

ネ
ズ
ミ
が
飛
び
降
り
一
番
と
な
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
ウ
シ
は
二
番
目
と

な
り
、
続
い
て
ト
ラ
、
ウ
サ
ギ
、・
・
・
・

の
順
に
到
着
し
ま
し
た
。 

 
 

 

一
日
遅
れ
の
ネ
コ
は
、
番
外
と
な
り

そ
れ
以
来
ネ
ズ
ミ
を
追
い
回
す
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

2020年 新春 
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万年青の会 押し花かすみ草 

56号 ② 長野地区 賛助会員の集い 

 

              2019年 10月 18日（金） 

 

 

参加人数 350人 【一般 30人 会員 210人 シニア大生 110人】 

 自然災害の恐ろしさを他人ごとのように聞いていた昨今、昨年は台風 19号により北信地方に大き

な災害をもたらし、被災した賛助会員もいると聞く中でしたが、恒例の「賛助会員の集い」が 10月

18日県社会福祉総合センターで開かれ、各グループが一年間の学習成果を発表する場となりました。

派手な衣装に身を包みステージいっぱいに飛び跳ねたり、美声を聞かせる歌声グループに観客が静

まり聞きほれる等、現役シニア大生に「人生二毛作劇場」を披露しました。 

 

 

 

 

万年青の会 

I T・Sの会 

ふれあい長野ビデオクラブ 和紙ちぎり絵「あじさいの会」 

楽しい切り絵 



 

当日会場にて台風 19 号 

災害見舞義援金募金箱開設 

集計金額＝5,480円 

直ちに 

「長野市ボランティアセンター」へ 

ご協力ありがとうございました。 

 

56 号 ③ 長野地区賛助会員の集い  （ステージ発表） 
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出演前の練習風景 

熱心に聞き入る会場 

スマイル・リフレ シニア太極拳部 

オカリナクラブ 

コール・フォーエバー 吟和会 



 

 

 

 

生きがいづくり・仲間づくり・社会参加のきっかけづくり 

※募集期間 一般コース  令和 2年 2月 3日(月)～3月 16日(月) 

      専門コース 令和 2年 2月 3日(月)～2月 28日(金) 

※募集人員  180名（一般コース）   30名（専門コース） 

※学習期間  一般コース２年  60時間/年 

       専門コ―ス１年  35時間/年                  

※授業料(年額) 一般コース 12,000円  専門コース 26,000円 

※問い合わせ先 長野県シニア大学長野学部 電話 026-228-7023 

56 号 ④           グループ活動紹介 

                                                  

 

「芽ぶきの縁側クラブ」  島田 明 

 

 

 

  

 

 

 

グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介 

高齢者のふれあいサロン 
地域の居場所（まちの縁側） 

 

シ
ニ
ア
大
で
の
社
会
参

加
の
実
践
授
業
で
取
り
組

ん
だ
「
ケ
ー
ズ
タ
ウ
ン
若

里
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
に

手
ご
た
え
を
感
じ
た
メ
ン

バ
ー
が
、
卒
業
後
も
こ
の

活
動
を
続
け
る
こ
と
を
決

め
て
、
平
成
29
年
卒
業
と

同
時
に
結
成
し
た
の
が
、

「
芽
ぶ
き
の
縁
側
ク
ラ

ブ
」
で
す
。
現
在
は
9
人

の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て

い
ま
す
。 

 

活
動
は
、
毎
月
一
回
、
第

二
木
曜
日
の
午
前

10
時

～
12
時
ま
で
、
「
ケ
ー
ズ

タ
ウ
ン
若
里
」
の
い
き
い

き
シ
ル
バ
ー
ズ
デ
ー
に
合

わ
せ
、
店
舗
の
一
階
フ
ロ

ア
ー
を
借
り
て
、
高
齢
者

の
買
い
物
客
を
対
象
に
、 

お
茶
を
飲
ん
だ
り
話
を

し
た
り
、
血
圧
測
定
や
健

康
相
談
も
受
け
ら
れ
る

「
地
域
の
居
場
所
」
と
し

て
の
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
」
を
無
料
で
開
催
し
て

い
ま
す
。
血
圧
測
定
や
健

康
相
談
に
は
、
市
の
「
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

芹
田
」
の
看
護
師
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 

活
動
を
始
め
て
三
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
話
し 

相
手
の
い
な
い
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
同
士
が

会
話
を
楽
し
み
、
く
つ
ろ

げ
る
場
所
と
し
て
定
着

し
、
毎
回
二
時
間
で
30

～
40
人
ほ
ど
の
方
が
立

ち
寄
り
ま
す
。
来
訪
者
の

約
半
数
は
「
常
連
客
」
で
、

こ
の
頃
は
男
性
が
増
え

て
い
ま
す
。
お
茶
請
け
に

は
メ
ン
バ
ー
が
持
ち
寄

っ
た
漬
物
や
惣
菜
が
中

心
で
す
。
こ
れ
が
ま
た
大

好
評
で
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。 

 

昼
12
時
で
活
動
を
終

了
し
、
メ
ン
バ
ー
で
近
く

の
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
移
動

し
て
、
昼
食
を
し
な
が

ら
、
世
間
話
に
花
を
咲
か

せ
、
こ
れ
が
我
々
に
と
っ

て
楽
し
み
で
も
あ
り
、
今

後
の
活
動
に
つ
な
が
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

編集後記 

 

昨
年
は
、
ま
さ
か
の
事
が
近
く
で
起
こ
り
、

災
害
の
恐
ろ
し
さ
に
恐
怖
を
感
じ
た
。
今
年

は
何
も
な
く
平
和
で
あ
る
こ
と
を
願
う
。 

 

賛
助
会
は
年
々
会
員
の
減
少
傾
向
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
が
、
原
因
は
幾
つ
か
あ
る
。 

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
、
先
々
の
為
に
体
が
続

く
限
り
も
っ
と
働
き
こ
の
一
年
を
健
康
で
元

気
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。 

令和 2 年度 

シニア大学長野学部 学生募集 


